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芸
術
・
文
化
活
動
へ
の
公
的
助
成
に
関
す
る
質
問
主
意
書

芸
術
・
文
化
は
人
び
と
の
心
豊
か
な
く
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
芸
術
・
文
化
を
つ
く
り
楽
し
む
国
民
の
権
利
を

尊
重
し
そ
の
条
件
を
整
え
る
こ
と
は
国
の
責
務
で
あ
る
。
国
民
が
等
し
く
芸
術
・
文
化
を
享
受
す
る
権
利
を
保
障
す
る
う
え

で
、
芸
術
・
文
化
団
体
や
芸
術
家
の
活
動
を
支
援
す
る
公
的
助
成
が
果
た
す
役
割
は
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
経
済
危
機
で

芸
術
・
文
化
団
体
の
制
作
・
運
営
資
金
が
著
し
く
困
窮
し
て
お
り
、
政
府
の
文
化
審
議
会
で
も
「
文
化
芸
術
全
体
へ
の
社
会
か

ら
の
付
与
さ
れ
る
パ
イ
が
縮
小
さ
れ
て
い
る
」
「
経
済
不
況
に
よ
る
企
業
の
協
賛
金
カ
ッ
ト
な
ど
深
刻
」
と
厳
し
い
現
状
を
指

摘
す
る
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
重
要
性
は
さ
ら
に
増
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
行
わ
れ
た
政
府
の
事
業
仕
分
け
で
は
芸
術
・
文
化
活
動
へ
の
公
的
助
成
に
つ
い
て
「
効
果
説
明
が
不
足
」

「
税
金
投
入
の
説
明
が
不
足
」
と
い
っ
た
理
由
を
つ
け
て
予
算
縮
減
の
判
定
を
下
し
た
。
短
期
的
な
効
率
主
義
や
成
果
主
義
を

芸
術
・
文
化
に
持
ち
こ
む
や
り
方
に
「
世
界
の
通
念
か
ら
も
非
常
識
な
結
論
だ
」
と
多
く
の
芸
術
家
、
文
化
関
係
者
が
強
い
憤

り
と
反
対
の
意
見
表
明
を
し
た
。
文
部
科
学
省
に
は
十
一
万
件
も
の
メ
ー
ル
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
圧
倒
的
多
数
が
予
算
縮
減
に

反
対
の
意
見
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
短
期
的
な
効
率
主
義
や
成
果
主
義
の
芸
術
・
文
化
へ
の
持
ち
こ
み
に
対
す
る
反
発
、
予
算
縮

減
で
は
な
く
、
拡
充
こ
そ
芸
術
家
、
文
化
関
係
者
は
も
と
よ
り
国
民
の
要
望
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。一



今
こ
そ
国
に
よ
る
公
的
助
成
を
拡
充
し
、
芸
術
・
文
化
を
い
っ
そ
う
力
強
く
支
え
る
べ
き
と
考
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

事
業
仕
分
け
で
の
優
れ
た
芸
術
活
動
へ
の
重
点
的
支
援
（
以
下
、
重
点
支
援
事
業
）
な
ど
へ
の
予
算
縮
減
と
い
う
結
果
に

対
し
て
、
文
部
科
学
省
は
、
昨
年
十
二
月
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
事
業
仕
分
け
結
果
・
国
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
平

成
二
十
二
年
度
予
算
（
案
）
に
お
け
る
対
応
状
況
」
と
い
う
文
書
を
掲
載
し
、
文
部
科
学
省
に
メ
ー
ル
で
十
一
万
件
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
内
容
は
「
ほ
ぼ
す
べ
て
が
事
業
仕
分
け
の
結
果
に
反
対

す
る
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
文
部
科
学
省
は
同
じ
文
書
で
、
「
事
業
仕
分
け
の
結
果
や
頂
い
た
御
意
見
を
踏

ま
え
、
優
れ
た
芸
術
活
動
へ
の
重
点
的
支
援
に
つ
い
て
は
三
年
で
�
／
�
ま
で
縮
減
す
る
」
と
し
た
方
針
を
理
由
も
説
明
す

る
こ
と
な
く
一
方
的
に
示
し
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
予
算
額
を
削
減
し
て
い
る
。

�

政
府
と
し
て
、
寄
せ
ら
れ
た
十
一
万
件
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

�

「
三
年
で
�
／
�
ま
で
縮
減
す
る
」
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
三
年
で
�
／
�
ま
で
縮
減
す
る
」
と
の
方
針
は
政
府
の
ど
の
段
階
で
の
決
定
な
の
か
。
今
後
、
こ
の
方
針
を
見
直
す

こ
と
は
な
い
の
か
。

�

「
三
年
で
�
／
�
ま
で
縮
減
す
る
」
方
針
は
、
芸
術
家
、
文
化
関
係
者
、
国
民
の
意
見
を
踏
ま
え
た
も
の
と
は
言
え

二



ず
、
事
業
仕
分
け
の
結
果
だ
け
に
従
っ
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
ど
う
か
。

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
一
片
の
文
書
で
、
予
算
額
を
縮
減
す
る
方
針
を
理
由
も
説
明
す
る
こ
と
な
く
、
一
方
的
に

示
す
や
り
方
で
は
芸
術
家
、
文
化
関
係
者
、
国
民
の
理
解
は
到
底
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

�

政
府
と
し
て
、
「
三
年
で
�
／
�
ま
で
縮
減
す
る
」
方
針
を
直
ち
に
撤
回
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

二

重
点
支
援
事
業
は
芸
術
家
、
文
化
関
係
者
の
長
年
の
要
望
も
あ
り
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
よ
う
や
く
は
じ
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
三
年
度
を
ピ
ー
ク
に
毎
年
、
予
算
額
が
削
減
さ
れ
て
き
た
。
昨
年
の
事
業
仕
分
け
に
よ
っ
て
芸
術
・

文
化
に
ま
で
短
期
的
な
効
率
主
義
や
成
果
主
義
を
持
ち
こ
み
、
さ
ら
に
予
算
縮
減
を
す
す
め
る
や
り
方
に
多
く
の
芸
術
家
、

文
化
関
係
者
が
憤
り
を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
予
算
額
を
削
減
し
て
き
た
自
民
・
公
明
前
政
権
で
さ
え
「
舞
台
芸
術
の
公

演
等
は
採
算
困
難
」
と
認
め
て
い
た
。

�

重
点
支
援
事
業
は
芸
術
・
文
化
活
動
へ
の
公
的
助
成
の
中
心
部
分
で
あ
り
、
予
算
額
の
削
減
は
芸
術
・
文
化
団
体
や
芸

術
家
、
文
化
関
係
者
の
活
動
に
重
大
な
打
撃
と
な
る
と
の
認
識
は
あ
る
の
か
。

�

政
府
は
、
今
後
、
重
点
支
援
事
業
は
じ
め
芸
術
・
文
化
に
ま
で
短
期
的
な
成
果
や
効
率
を
求
め
る
の
か
。

三

現
在
の
重
点
支
援
事
業
は
、
「
対
象
経
費
の
�
／
�
以
内
」
か
つ
「
自
己
負
担
金
の
枠
内
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
芸

三



術
・
文
化
団
体
が
い
く
ら
努
力
し
て
も
、
赤
字
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
芸
術
・
文
化
団
体
は
こ
う
し
た
無

理
な
自
己
負
担
を
強
い
る
助
成
制
度
の
改
善
を
求
め
、
日
本
共
産
党
も
繰
り
返
し
要
求
し
て
き
た
。
自
民
・
公
明
前
政
権

は
、
昨
年
六
月
九
日
に
日
本
共
産
党
の
石
井
郁
子
衆
議
院
議
員
（
当
時
）
が
提
出
し
た
質
問
主
意
書
に
対
し
、
現
在
の
助
成

方
式
で
黒
字
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い
こ
と
は
認
め
た
が
、
赤
字
を
前
提
と
す
る
方
式
の
転
換
は
認
め
な
か
っ
た
。

�

赤
字
を
前
提
と
す
る
方
式
を
転
換
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

�

直
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
自
己
負
担
金
枠
の
撤
廃
で
あ
る
。
す
で
に
自
治
体
の
一
部
で
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。
公
的
助

成
に
お
け
る
自
己
負
担
金
枠
を
撤
廃
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

四

経
済
危
機
の
も
と
で
芸
術
・
文
化
団
体
、
映
画
製
作
会
社
が
資
金
を
確
保
す
る
こ
と
は
著
し
く
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
わ

が
党
は
繰
り
返
し
公
的
助
成
で
の
一
定
額
の
前
払
い
制
度
の
導
入
を
求
め
て
き
た
。
自
民
・
公
明
前
政
権
は
、
昨
年
三
月
三

日
、
な
ら
び
に
六
月
九
日
に
日
本
共
産
党
の
石
井
郁
子
衆
議
院
議
員
（
当
時
）
が
提
出
し
た
質
問
主
意
書
に
対
し
、
文
部
科

学
省
の
他
の
補
助
金
に
お
い
て
、
「
事
業
が
終
了
す
る
前
に
当
該
補
助
金
を
支
払
っ
た
例
」
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、

芸
術
・
文
化
分
野
で
の
導
入
は
「
検
討
す
べ
き
課
題
」
と
す
る
だ
け
で
先
延
ば
し
に
し
て
き
た
。
文
部
科
学
省
の
他
の
補
助

金
で
で
き
て
、
芸
術
・
文
化
分
野
に
対
し
て
で
き
な
い
理
由
は
な
く
、
直
ち
に
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

四



右
質
問
す
る
。
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